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研究成果の概要（和文）：本研究は、1980年代に誕生して30年を経過した台湾原住民文学の発展を、原住民作家
の創作を通して考察し、台湾原住民文学史の構築のための研究を目的とした。具体的な成果は、『台湾近現代文
学史』（共著）や原住民文学の翻訳書の出版、さらに論文「台湾原住民族文学の誕生」の発表や、「台湾文学史
の構築から台湾原住民文学史の構築へ」、「窺見台湾原住民族文学史的建構」などの講演・報告で予期した成果
をあげることができた。

研究成果の概要（英文）：The purpose of this research is to study the development of Taiwan's 
Indigenous literature which was born in the 1980s, through the indigenous writers’ creation, and to
 study the construction of the history of Taiwan's indigenous literature. We were able to achieve 
the expected results, including the publication of" Taiwan's Modern Literary History" (co-authored),
 the translation and publication of the indigenous literature, the publication of the paper" The 
Birth of Taiwan's Indigenous Literature" and giving lectures" From the construction of Taiwan's 
Literary History to the construction of the Taiwan's Indigenous Literary History","The view of the 
construction of Taiwan's Indigenous Literary History" and so on.
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
（1）本研究は、下村作次郎が研究代表者と
して行った「近 30 年の台湾原住民族文学の
発展と言語危機の中で作家たちがみすえる
民族の未来像研究」（平成 23 年度～平成 25
年度、科学研究費補助金基礎研究（C））を継
続・発展させて取り組んだものである。 
 代表者の下村は呉錦発編著『悲情の山地 
台湾原住民小説選』（田畑書店、1992 年）の
翻訳・出版に従事してより、連携研究者の魚
住悦子は『抗日霧社事件の歴史』など、霧社
事件三部作（日本機関紙出版センター、2000
年－2001 年）を翻訳・出版してより、台湾原
住民文学研究の重要性を認識し、この間『台
湾原住民文学選』（全 9 巻、草風館、2002 年
－2009 年）などの企画・翻訳・出版を積極的
に行い、研究成果を世に問うてきた。本研究
はこうした研究の延長線上にある。 
（2）本研究では、初年度は台湾原住民文学
研究の上で欠かすことのできない平埔族へ
の視点、および他者による原住民族表象を研
究視角に収めるために重点的な研究を行っ
た。一つは台中のパゼッヘ族の衰亡と現状の
実態調査、およびパゼッヘ族の埔里への移住
と埔里における平埔族間の関係の調査、さら
に埔里の後山に位置するセデック族につい
ての調査を行った。セデック族は霧社事件の
当事者であり、清流（旧、川中島）に住むタ
クン・ワリス氏や郭明正氏をインフォーマン
トにさまざまな聞き取りを行った。 
 2 年目、3年目は、埔里、台東、恒春半島、
蘭嶼を中心にフィールド調査を行い、埔里で
は霧社事件と文学、台東と恒春半島では歴史
小説の分野を開拓するプユマ族の作家パタ
イ、蘭嶼では海洋文学を創造するタオ族の作
家シャマン・ラポガンを集中的に研究を進め
た。その成果は「４．研究成果」に掲げた。 
  
２．研究の目的 
 台湾原住民文学は誕生して 30 年、台湾で
はすでにパスヤ・ポイツォヌ（浦忠成）氏に
よって大部な『台湾原住民文学綱』（上・下、
里仁書局、2009 年）が書かれている。本研究
は、こうした台湾での動向を踏まえ、日本と
も関係の深い台湾原住民族の書写文学
（Writing literature）を、日本人の視点か
ら眺め、台湾原住民文学史の構築を目指すも
のである。 
 
３．研究の方法 
 「１．研究開始当初の背景」で述べたよう
に、本研究は『悲情の山地 台湾原住民小説
選』や『抗日霧社事件の歴史』などの霧社事
件三部作がその淵源であり、背景である。 
 その後、一貫した研究姿勢を確立する契機
となったのは、『台湾原住民文学選』（9 巻）
の出版である。文学選の出版後、引き続きこ
の分野の発展を期して、『台湾原住民族の現
在』（共編、草風館、2005 年）を刊行した。
さらに台湾内部の原住民族の文化や文学へ

の関心の高まりに呼応するように、高一生研
究会を組織し、会報『高一生（矢多一生）研
究』（全 10 号、2005 年－2008 年）を創刊し
て、2008 年に「高一生（矢多一生）とその時
代の台湾原住民族エリート－高一生生誕 100
周年記念国際シンポジウム－」を開催した。
高一生は日本名を矢多一生、ツォウ族の民族
名をウォグ・ヤタウユガナと言い、台南師範
学校を卒業したエリートである。1954 年に白
色テロの中で、冤罪で死刑に処せられた。さ
らにまた、2012 年には、原住民族音楽と文学
の研究を合流させ「『台湾原住民族の音楽と
文化』国際学術シンポジウム」を主宰した。
この二つの国際シンポジウムの研究成果は、
『台湾原住民族の音楽と文化』（草風館、2013
年）の形で世に問うた。 
このほか原住民文学の翻訳書は、パタイ著
（魚住悦子訳）『タマラカウ物語』（上・下、
草風館、2012 年）、パァラバン ダナパン（孫
大川）著（下村作次郎訳）『台湾エスニック
マイノリティ文学論』（草風館、2012 年）、シ
ャマン・ラポガン著（魚住悦子訳）『冷海深
情―シャマン・ラポガンの海洋文学 1』（草風
館、2014 年）、シャマン・ラポガン著（下村
作次郎訳）『空の目―シャマン・ラポガンの
海洋文学 2』（同前）を上梓した。 
 なお、本研究実施期間内に間に合わなかっ
たが、シャマン・ラポガン著（下村作次郎訳）
『大海に生きる夢（大海浮夢）』は本年（2017
年）の出版が予定されている。原住民文学で
は最も長い 46 万邦字の長編小説である。さ
らに本研究の中でフィールド調査を実施し
た、シャマン・ラポガン著（魚住悦子訳）『ン
ガルミレンの死』とパタイ著（魚住悦子訳）
『暗礁』については、前者は下訳が済み、後
者は作品舞台の調査を終えている。 
 このように、本研究は作家と作品の解読、
さらに作品世界の背景や民族の伝統と文化
の理解を重視している。台湾原住民文学の研
究に従事するようになってから心がけてい
るのは、原住民作家との交流、作品の蒐集、
作品の舞台調査、研究者との交流と文献資料
の調査である。 
 幸い、原住民作家とは深い信頼関係を構築
し、作品の舞台調査ではいつも作家自らの案
内によって実現できている。さらに山海文化
雑誌者の編集者との連絡も日常的に取れる
環境にある。また台湾原住民族委員会の台湾
原住民族図書資訊中心での資料蒐集も行っ
てきた。 
 本研究を通じて、台湾原住民作家、台湾原
住民文学者・研究者、編集者、さらにその家
族や原住民族部落の人びととの交流が実現
できていることは、研究の成果をあげる上で
大きな支えとなっている。 
 
４．研究成果 
本研究は、従来の研究蓄積を踏襲し、近年
の原住民作家の活躍や台湾文化界の動向を
見据えながら、毎年、霧社、台東、恒春半島、



蘭嶼を中心にフィールド調査を行った。 
そうしたフィールド調査をもとに、代表者
の下村は、この期間に講演や学会発表を 8回
ほど行い、台湾原住民文学史構築のための構
想を充分に練ることができた。 
連携研究者の魚住も、学会発表や学会動向、
さらにシャマン・ラポガンとの対話や日本の
作家高樹のぶ子氏との三者対談などを行い、
台湾原住民文学の日本への紹介に大きな成
果をあげることができた。 
台湾原住民文学史の構築のために、本研究
期間に翻訳することができた作品は次の通
りである。 
【既刊】 
シャマン・ラポガン著／魚住悦子訳『冷海
深情 シャマン・ラポガンの海洋文学 1』
（2014 年） 
シャマン・ラポガン著／下村作次郎訳『空
の目 シャマン・ラポガンの海洋文学 2』
（2014 年） 
【出版予定】 
シャマン・ラポガン著／下村作次郎訳『海
に生きる夢（大海浮夢）』（2017 年 10 月） 
 パタイ著・魚住悦子訳『暗礁』（2018 年 10
月） 
【未刊行】 
 シャマン・ラポガン著／魚住悦子訳『ンガ
ルミレンの死』（未定） 
 本研究は従来の研究成果をもとに執筆され
た魚住悦子の「台湾原住民族文学の誕生－ペ
ンをとった台湾原住民族」（『台湾近現代文学
史』草風館、2014年）はじめ、佐藤春夫研究
に関わる台日「文学と歌謠」国際シンポジウ
ム（2016年、国立台湾文学館）での企画・報
告、さらに本研究の延長線上の日本台湾学会
での報告（魚住「19 世紀末の瑯嶠（恒春半島）
を作家たちはどう書いたか―原住民作家パタ
イの[暗礁』『浪涛』を中心に―」2017年6月
27日）と研究成果はその後の研究の発展を生
みだしている。 
上記の通り、本研究においても具体的な研
究成果をあげることができた。台湾原住民文
学は今後も着実に発展を遂げていくであろ
う。本研究の発展にいっそう取り組む必要が
ある。 
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